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顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
と
敦
煌
本
『
漢
書
集
解
』

洲

脇

武

志

は
じ
め
に

唐
の
顏
師
古
が
編
纂
し
た
『
漢
書
』
注
は
、
現
在
『
漢
書
』
を
讀
む
際
、
ま

ず
手
が
か
り
と
す
る
べ
き
注
釋
で
あ
る
と
同
時
に
、
最
も
重
視
さ
れ
て
き
た
注

釋
で
あ
る
。
こ
れ
は
唐
代
ま
で
數
多
く
あ
っ
た
『
漢
書
』
注
釋
書
が
、
北
宋
に

な
る
と
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
以
外
の
ほ
と
ん
ど
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

か
ら
も
窺
え
よ
う
。
ま
た
顏
師
古
以
外
の
『
漢
書
』
注
釋
書
が
散
逸
し
た
こ
と

に
よ
り
、
北
宋
以
降
の
『
漢
書
』
注
釋
書
の
多
く
は
、
顏
師
古
注
を
基
と
し
て

作
ら
れ
て
る
こ
と
と
な
り
、
我
々
は
顏
師
古
注
を
無
視
し
て
『
漢
書
』
を
読
む

こ
と
は
困
難
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
は
、
『
漢
書
』

を
讀
む
上
で
、
缺
か
す
こ
と
の
、
ま
た
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
注
釋
な

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
斯
樣
に
重
要
な
注
釋
で
あ
り
な
が
ら
、
顏
師
古
の
『
漢

書
』
注
に
關
す
る
研
究
は
少
な
く
、
吉
川
忠
夫
氏
に
よ
っ
て
そ
の
基
本
的
な
特

（
一
）

徴
は
明
ら
か
に
は
さ
れ
た
が
、
顏
師
古
『
漢
書
』
注
が
先
行
す
る
『
漢
書
』
注

釋
書
を
ど
の
よ
う
に
編
集
・
改
變
し
た
か
、
成
立
後
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ

て
き
た
か
、
そ
し
て
何
故
數
多
の
『
漢
書
』
注
釋
書
の
中
か
ら
顏
師
古
の
『
漢

書
』
注
だ
け
が
選
ば
れ
た
の
か
は
未
だ
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
『
文
選
』
李
善
注
と
『
後
漢
書
』
李
賢
注
に
引
用
さ

れ
る
『
漢
書
』
注
釋
、
主
に
無
名
氏
「
漢
書
音
義
」
に
注
目
し
て
調
査
を
行
い
、

上
記
の
問
題
點
の
内
、
ま
ず
は
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
成
立
直
後
の
初
唐
に
お

け
る
『
漢
書
』
注
釋
書
の
受
容
状
況
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
そ
し
て

（
二
）

そ
の
結
果
、
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
は
、
成
立
後
し
ば
ら
く
は
數
あ
る
『
漢
書
』

注
釋
書
の
中
の
一
書
と
し
て
受
容
さ
れ
て
お
り
、
今
日
の
よ
う
な
絶
對
的
な
權

威
は
持
ち
得
て
い
な
か
っ
た
と
の
結
論
を
得
た
。

本
稿
は
、
以
上
の
點
を
踏
ま
え
た
上
で
、
未
だ
不
明
瞭
な
顏
師
古
に
よ
る
注

釋
の
編
集
・
改
變
作
業
や
顏
師
古
登
場
以
前
の
『
漢
書
』
注
釋
書
の
實
態
に
つ

い
て
、
敦
煌
に
て
發
見
さ
れ
た
顏
師
古
以
前
の
注
釋
が
附
さ
れ
て
い
る
『
漢
書
』

と
顏
師
古
が
注
釋
を
施
し
た
『
漢
書
』
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
檢
討
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
上
で
、
何
故
に
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
が
今
日
ま

で
讀
み
繼
が
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
顏
師
古
が
『
漢
書
』
の
本
文
及
び
注
釋
を
校
定
し
、『
漢

書
』
の
面
目
を
一
新
し
た
點
（
詳
し
く
は
後
述
）
を
重
視
し
、
顏
師
古
に
よ
る

校
定
を
經
た
『
漢
書
』
を
特
に
「
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す

る
。

顏師古校注『漢書』と敦煌本『漢書集解』
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一

主
な
『
漢
書
』
注
釋
書

ま
ず
は
本
題
で
あ
る
敦
煌
本
『
漢
書
』
の
檢
討
に
入
る
前
に
、
主
な
『
漢
書
』

注
釋
書
に
つ
い
て
、
顏
師
古
「
漢
書
敍
例
」
に
據
り
な
が
ら
、
簡
單
に
確
認
し

て
い
き
た
い
。

（
三
）

［
後
漢
］
…
『
漢
書
』
注
釋
書
の
登
場

漢
書
舊
く
は
注
解
無
く
、
唯
だ
服
虔
應
劭
等
各
お
の
音
義
を
爲
り
、
自
ら

ふ
る

別
に
施
行
せ
ら
る
。

（
四
）

現
在
、
姓
名
が
確
認
で
き
る
最
古
の
『
漢
書
』
の
注
釋
は
、
後
漢
末
の
服
虔

と
應
劭
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
服
虔
の
注
は
、
今
『
隋
書
』
經
籍
志
に
「
漢
書

（
五
）

音
訓

一
卷

服
虔
撰
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
應
劭
注
に
つ
い
て
は
、

『
後
漢
書
』
に
「
凡
そ
著
述
す
る
所
は
百
三
十
六
篇
。
又
た
集
解
漢
書
あ
り
、

皆
な
時
に
傳
は
る
」
と
あ
り
、
應
劭
の
注
釋
は
『
集
解
漢
書
』
と
い
う
書
名
で

（
六
）

あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
兩
人
が
先
驅
け
と
な
り
、
以
後
西
晉
に
至
る
ま
で
、
多

く
の
注
釋
が
編
纂
さ
れ
た
。
そ
し
て
西
晉
に
な
る
と
そ
れ
ら
『
漢
書
』
諸
注
釋

書
を
ま
と
め
た
、
「
集
注
」
形
式
の
注
釋
書
が
登
場
す
る
。

［
西
晉
］
…
「
集
注
」
の
登
場

典
午
中
朝
に
至
り
、
爰
に
晉
灼
有
り
て
、
集
め
て
一
部
を
爲
る
、
凡
そ
十

四
卷
。
又
た
頗
る
意
を
以
て
增
益
し
、
時
に
前
人
の
當
否
を
辯
じ
、
號
し

て
漢
書
集
注
と
曰
ふ
。
屬

ま
永
嘉
の
喪
亂
あ
り
て
、
金
行
播
遷
す
る
に
、

た
ま
た

此
の
書
存
す
る
と
雖
も
、
江
左
に
至
ら
ず
。
是
を
以
て
爰
れ
東
晉
よ
り
梁

陳
に
迄
る
ま
で
、
南
方
の
學
者
皆
な
之
を
見
ず
。
臣
瓚
な
る
者
有
り
、
氏

族
を
知
る
莫
き
も
、
其
の
時
代
を
考
ふ
る
に
、
亦
た
晉
初
に
在
り
、
又
た

諸
家
の
音
義
を
總
集
し
、
稍
や
己
の
見
る
所
を
以
て
、
其
の
末
に
續
廁
し
、

擧
げ
て
前
説
を
駮
し
、
喜
び
て
竹
書
を
引
き
、
自
ら
甄
明
と
謂
ふ
も
、
差

爽
無
き
に
非
ず
、
凡
て
二
十
四
卷
、
分
け
て
兩
帙
と
爲
す
。
今
の
集
解
音

義
は
則
ち
是
れ
其
の
書
な
る
も
、
而
れ
ど
も
後
人
の
見
る
者

臣
瓚
の
作

る
所
な
る
を
知
ら
ず
、
乃
ち
之
を
應
劭
等
集
解
と
謂
ふ
。

（
七
）

西
晉
に
な
る
と
、
ま
ず
晉
灼
が
前
人
の
注
釋
を
ま
と
め
、
『
漢
書
集
注
』
十

四
卷
を
編
纂
し
、
續
い
て
臣
瓚
も
ま
た
諸
注
釋
書
を
ま
と
め
て
、
『
漢
書
集
解

音
義
』
二
十
四
卷
を
編
纂
し
た
。
今
、
『
隋
書
』
經
籍
志
に
は
、
「
漢
書
集
注

十
三
卷

晉
灼
撰
」
と
あ
り
、
ま
た
「
漢
書
集
解
音
義

二
十
四
卷

應
劭
撰
」

（
八
）

と
あ
る
。
『
隋
書
』
が
「
漢
書
集
解
音
義
」
の
撰
者
を
「
應
劭
」
と
す
る
が
、

こ
れ
は
顏
師
古
の
指
摘
通
り
、
臣
瓚
に
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
晉
灼

『
漢
書
集
注
』
は
永
嘉
の
亂
に
よ
り
南
朝
に
は
傳
わ
ら
な
か
っ
た
點
に
は
注
意

し
て
お
き
た
い
。

（
九
）

［
東
晉
］
…
「
注
本
」
の
登
場

蔡
謨
臣
瓚
一
部
を
全
て
取
り
漢
書
に
散
入
す
、
此
よ
り
以
來
始
め
て
注
本

有
り
。
但
だ
意
は
浮
き
、
功
は
淺
く
、
隱
括
を
加
へ
ず
、
屬
輯
乖
舛
し
、

錯
亂
實
に
多
し
、
或
ひ
は
乃
ち
本
文
を
離
析
し
、
其
の
辭
句
を
隔
し
、
穿

鑿
妄
起
す
。

職

ら
此
れ
に
之
れ
由
り
て
、
未
注
の
前
と
大
い
に
同
じ
か

も
つ
ぱ

ら
ず
。
謨
も
亦
た
兩
三
處
意
を
錯
く
こ
と
有
る
も
、
然
れ
ど
も
學
者
に
於

お

い
て
は
竟
に
弘
益
す
る
無
し
。

（
一
〇
）

東
晉
の
蔡
謨
は
「
應
劭
以
來
の
班
固
漢
書
に
注
せ
し
者
を
總
べ
」
て
、
『
漢

（
一
一
）

書
集
解
』
を
編
纂
し
た
。
臣
瓚
以
前
の
注
釋
書
は
、
そ
の
卷
數
か
ら
窺
え
る
通

り
、
全
て
單
注
本
で
あ
っ
た
が
、
蔡
謨
は
「
臣
瓚
一
部
を
全
て
取
り
漢
書
に
散

入
」
し
て
、
本
文
に
注
釋
を
挾
み
込
ん
だ
「
注
本
」
形
式
と
し
た
の
で
あ
る
。
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今
、
『
隋
書
』
經
籍
志
に
收
録
さ
れ
る
「
漢
書

一
百
一
十
五
卷

漢
護
軍
班

固
撰

太
山
太
守
應
劭
集
解
」
が
、
こ
の
蔡
謨
『
集
解
』
で
あ
る
。
『
隋
書
』

經
籍
志
で
は
「
應
劭
集
解
」
と
す
る
が
、
姚
振
宗
『
隋
書
經
籍
志
考
證
』
に
し

た
が
っ
て
「
應
劭
等
集
解
」
と
「
等
」
字
を
補
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
蔡
謨

が
本
文
に
注
釋
を
組
み
込
こ
ん
だ
た
め
、
『
漢
書
』
の
卷
數
は
從
來
の
百
卷
か

ら
百
十
五
卷
に
增
え
た
。
以
後
、
こ
の
蔡
謨
『
集
解
』
が
『
漢
書
』
の
基
本
的

（
一
二
）

な
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
一
三
）

［
唐
］
…
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
の
登
場

唐
に
な
る
と
い
よ
い
よ
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
が
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
。

顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
は
、
時
の
皇
太
子
、
李
承
乾
（
太
宗
の
長
子
、
後
に
廢

嫡
）
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
貞
觀
十
五
（
六
四
一
）
年
に
完
成
し
た
。
さ

（
一
四
）

て
、
先
程
か
ら
引
用
し
て
い
る
顏
師
古
「
漢
書
敍
例
」
に
は
、
『
漢
書
』
注
釋

書
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
注
釋
作
成
の
方
針
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
そ
の
顏
師
古
の
校
訂
・
注
釋
に
關
す
る
部
分
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

漢
書
の
舊
文
に
多
く
古
字
有
り
、
解
説
の
後
、

屢

ば
遷
易
を
經
て
、
後

し
ば
し

人

習
讀
す
る
に
、
意
を
以
て
刊
改
し
、
傳
寫
す
る
こ
と
既
に
多
け
れ
ば
、

彌

よ
更
に
淺
俗
た
り
。
今
則
ち
古
本
を
曲
覈
し
、
其
の
眞
正
に
歸
し
、
一

い
よ
い

［
一
］

往
に
し
て
識
り
難
き
者
は
、
皆
な
從
ひ
て
之
を
釋
す
。
（
中
略
）

凡

そ
舊
く
是
に
注
せ
し
者
、
則
ち
閒
然
す
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
具
さ
に

［
二
］

し
て
之
を
存
し
、
以
て
隱
さ
ざ
る
を
示
す
。

其

れ
指
趣
略
擧
に
し
て
、

［
三
］

結
約
に
し
て
未
だ
伸
ば
さ
ざ
る
こ
と
有
れ
ば
、
衍
し
て
之
を
通
じ
、
皆
な

備
悉
せ
し
む
。

詭

文
僻
見
に
し
て
、
理
を
越
ゑ
眞
を
亂
す
に
至
れ
ば
、

［
四
］

匡
し
て
之
を
矯
め
、
以
て
惑
蔽
を
祛
る
。

若

し
汎
説
當
に
非
ず
、
蕪
辭

［
五
］

競
逐
し
、
苟
も
異
端
を
出
し
、
徒
に
煩
冗
を
爲
す
は
、
祗
だ
篇
籍
を
穢
す

の
み
に
し
て
、
蓋
し
焉
を
取
る
無
し
。

舊

の
闕
漏
す
る
所
、
未
だ
嘗
て

［
六
］

解
説
せ
ざ
れ
ば
、
普
く
更
に
詳
釋
し
、
洽
通
せ
ざ
る
こ
と
無
か
ら
し
む
。

上
は
典
謨
を
考
へ
、
旁
に
蒼
雅
を
究
め
、
苟
に
も
臆
説
に
非
ず
、
皆
な
援

據
有
り
。

（
一
五
）

ま
ず
、
本
文
に
つ
い
て
は
、
傳
寫
が
繰
り
返
さ
れ
る
ほ
ど
に
文
字
が
改
變
さ

れ
る
、
と
い
う
認
識
に
立
っ
た
上
で
、
人
の
手
を
あ
ま
り
經
て
い
な
い
で
あ
ろ

う
「
古
本
」
に
基
づ
い
て
校
勘
を
行
い
、
眞
正
な
姿
を
復
元
し
よ
う
と
し
て

（
一
六
）

い
る
。
ま
た
注
釋
に
つ
い
て
は
、
亂
れ
た
本
文
を
古
文
字
に
復
元
し
た
結
果
、

（
一
七
）

頻
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
難
讀
字
に
關
し
て
は
逐
次
解
釋
す
る
（
傍
線
部

［
一
］
）
、
舊
注
の
正
し
い
も
の
は
そ
れ
を
詳
細
に
殘
し
て
隱
蔽
し
な
い
（
傍

線
部
［
二
］
）
、
舊
注
の
わ
か
り
に
く
い
も
の
は
補
足
説
明
を
す
る
（
傍
線
部

［
三
］
）
、
閒
違
っ
て
い
る
も
の
は
こ
れ
を
正
す
（
傍
線
部
［
四
］
）
、
的
外
れ

で
冗
長
な
も
の
は
採
用
し
な
い
（
傍
線
部
［
五
］
）
、
舊
注
が
解
釋
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
に
注
釋
を
付
け
る
（
傍
線
部
［
六
］
）
と
の
方
針
を
明
記
し
て
い
る
。

ま
た
「
漢
書
敍
例
」
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
は

卷
數
が
增
加
し
て
い
る
。
『
舊
唐
書
』
經
籍
志
に
は
「
漢
書

一
百
二
十
卷

顏

師
古
注
」
と
あ
り
、
蔡
謨
『
集
解
』
と
比
較
す
る
と
卷
數
は
五
卷
增
え
て
、
百

十
五
卷
か
ら
百
二
十
卷
に
な
っ
て
い
る
。

（
一
八
）

最
期
に
「
集
注
」
形
式
の
注
釋
書
が
引
用
す
る
注
釋
に
つ
い
て
、
王
鳴
盛
『
十

七
史
商
榷
』
卷
七
「
漢
書
敍
例
」
に
基
づ
け
ば
以
下
の
樣
に
ま
と
め
る
こ
と
が

（
一
九
）

で
き
る
。

［
晉
灼
『
漢
書
集
注
』
］

服
虔
・
應
劭
・
伏
儼
・
劉
德
・
鄭
氏
・
李
斐
・
李
奇
（
以
上
、
後
漢
）
・
鄧
展

・
文
穎
・
張
揖
（
司
馬
相
如
傳
の
み
に
注
）
・
蘇
林
・
張
晏
・
如
淳
・
孟
康
・
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項
昭
・
韋
昭
（
以
上
、
三
國
）

［
臣
瓚
『
漢
書
集
解
音
義
』
］

晉
灼
『
漢
書
集
注
』
に
劉
寶
（
西
晉
）
と
自
身
の
注
釋
を
加
え
る
。

［
蔡
謨
『
漢
書
集
解
』
］

臣
瓚
『
漢
書
集
解
音
義
』
を
全
面
的
に
踏
襲
し
、
自
身
の
注
釋
も
若
干
加
え
る
。

［
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
］

（

二

〇

）

蔡
謨
『
漢
書
集
解
』
（
東
晉
）
＋
荀
悅
（
後
漢
）
・
郭
璞
（
西
晉
、
司
馬
相
如

傳
の
み
に
注
）
・
崔
浩
（
北
魏
、
荀
悅
『
漢
紀
』
の
音
義
を
作
る
）

以
上
が
『
漢
書
』
注
釋
書
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
顏
師
古
が
「
漢
書
敍
例
」

で
觸
れ
て
い
な
い
時
期
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
南
朝
か
ら
初
唐
に
か
け
て
で

あ
る
。
か
か
る
時
期
の
『
漢
書
』
受
容
に
つ
い
て
は
、
趙
翼
『
廿
二
史
箚
記
』

卷
二
十
「
唐
初
三
禮
漢
書
文
選
之
學
」
に
よ
っ
て
確
認
し
た
い
。

次
は
則
ち
漢
書
の
學
、
亦
た
唐
初
の
人
の
競
尚
す
る
所
な
り
。

隋
の
時
よ
り
蕭
該
漢
書
に
精
し
け
れ
ば
、
嘗
て
漢
書
音
義
を
撰
し
、
當
時

の
貴
ぶ
所
と
爲
る
（
該
傳
）
。
包
愷
も
亦
た
漢
書
に
精
し
け
れ
ば
、
世
の

漢
書
の
學
を
爲
す
者
は
、
蕭
包
の
二
家
を
以
て
宗
と
爲
す
（
愷
傳
）
。
劉

臻
は
兩
漢
書
に
精
し
く
、
人
は
稱
し
て
漢
聖
と
爲
す
（
臻
傳
）
。
又
た
張

沖

漢
書
音
義
十
二
卷
を
撰
し
、
于
仲
文

漢
書
刊
繁
三
十
卷
を
撰
す
る
こ

と
有
り
。
是
れ
漢
書
の
學
、
隋
人
已
に
心
を
究
む
。

唐
に
及
び
て
益
ま
す
考
究
す
る
を
以
て
業
と
爲
す
。
顏
師
古

太
子
承
乾

の
爲
に
漢
書
に
注
し
、
解
釋
は
詳
明
な
れ
ば
、
承
乾
之
を
表
上
し
、
太
宗

命
じ
て
之
を
祕
閣
に
編
せ
し
む
。
時
人

杜
征
南
顏
祕
書
は
左
邱
明
班
孟

堅
の
忠
臣
爲
り
と
謂
ふ
。
其
の
叔
の
游
秦
は
先
に
漢
書
決
疑
を
撰
し
、
師

古
は
多
く
其
の
義
を
取
る
、
此
の
顏
注
漢
書
は
、
今
に
至
る
ま
で
奉
じ
て

準
的
と
爲
る
者
也
（
師
古
傳
）
。
房
玄
齡

其
の
文
繁
に
し
て
省
き
難
き

を
以
て
、
又
た
敬
播
を
し
て
其
の
要
を
撮
さ
し
め
、
四
十
卷
と
成
る
。
當

時
漢
書
の
學
大
い
に
行
は
れ
、
又
た
劉
伯
莊

漢
書
音
義
二
十
卷
を
撰
す

る
こ
と
有
り
。
秦
景
通
と
弟
の
暐
と
は
皆
な
漢
書
に
精
し
く
、
大
秦
君
、

小
秦
君
と
號
す
。
當
時
の
漢
書
を
治
む
者
は
、
其
の
指
授
に
非
ざ
れ
ば
以

て
無
法
と
爲
す
。
又
た
劉
納
言
有
り
て
亦
た
漢
書
を
以
て
名
家
た
り
（
敬

播
傳
）
。
姚
思
廉
少
く
し
て
其
の
父
察
よ
り
漢
書
學
を
受
く
（
思
廉
傳
）
。

思
廉
の
孫
の
班
、
察
の
撰
す
る
所
の
漢
書
訓
纂

多
く
後
の
漢
書
に
注
せ

し
者
の
其
の
姓
氏
を
隱
し
攘
み
て
己
が
説
と
爲
す
が
爲
を
以
て
、
班

乃

た
め

ち
漢
書
紹
訓
四
十
卷
を
撰
し
、
以
て
其
の
家
學
を
發
明
す
（
姚
璹
傳
）
。

又
た
顧
允
は
漢
書
古
今
集
二
十
卷
を
撰
す
（
允
傳
）
。
李
善
は
漢
書
辨
惑

三
十
卷
を
撰
す
（
善
傳
）
。
王
方
慶
嘗
て
任
希
古
に
就
き
て
史
記
漢
書
を

受
く
。
希
古

官
を
遷
る
や
、
方
慶
は
仍
ち
之
に
隨
ひ
て
業
を
卒
す
（
方

慶
傳
）
。
他
に
郝
處
俊
の
如
き
は
漢
書
を
讀
む
を
好
み
、
能
く
暗
誦
す
（
處

俊
傳
）
。
裴
炎
も
亦
た
左
氏
傳
漢
書
を
好
む
（
炎
傳
）
。
此
れ
又
た
唐
人

の
心
を
漢
書
に
究
め
、
各
お
の
舊
説
を
稟
承
し
、
敢
て
意
を
以
て
穿
鑿
を

お
の

爲
さ
ざ
る
者
也
。

（
二
一
）

こ
こ
で
は
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
以
後
に
作
ら
れ
た
『
漢
書
』
注
釋
書
（
傍

線
部
分
）
に
も
言
及
し
て
い
る
。
隋
唐
時
代
に
は
「
漢
書
の
學
」（
「
漢
書
學
」
）

な
る
言
葉
も
生
ま
れ
、
多
く
の
人
々
に
漢
書
が
讀
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る

が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
師
承
な
ど
に
よ
っ
て
『
漢
書
』
が
讀
み
繼
が
れ

て
い
っ
た
と
い
う
事
實
で
あ
る
（
波
線
部
分
）
。

（
二
二
）

こ
う
い
っ
た
注
釋
書
に
據
ら
な
い
『
漢
書
』
の
傳
授
は
、
隋
唐
時
代
に
始
ま

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
『
漢
書
』
成
立
直
後
に
、
班
固
の
妹
で
あ
る
班
昭
（
曹

大
家
）
が
馬
融
に
『
漢
書
』
を
傳
授
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
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時
に
漢
書
始
め
て
出
づ
る
に
、
未
だ
通
づ
る
能
は
ざ
る
者
多
し
。
同
郡
の

馬
融

閣
下
に
伏
し
、
昭
よ
り
讀
を
受
け
、
後
に
又
た
融
の
兄

續
に
詔
し

て
昭
を
繼
ぎ
之
を
成
さ
し
む
。

（
二
三
）

ま
た
『
隋
書
』
經
籍
志
に
は
、

唯
だ
史
記
漢
書
の
み
、
師
法
も
て
相
ひ
傳
へ
、
竝
び
に
解
釋
有
り
。
三
國

志
及
び
范
曄
後
漢
は
、

音
注
有
り
と
雖
も
、
既
に
近
世
の
作
な
れ
ば
、

竝
び
に
之
を
讀
み
て
知
る
べ
し
。
梁
の
時
、
漢
書
に
明
る
き
も
の
に
劉
顯

・
韋
稜
有
り
。
陳
の
時
に
姚
察
有
り
、
隋
代
に
包
愷
・
蕭
該
有
り
、
竝
び

に
名
家
爲
り
。
（
『
隋
書
』
經
籍
志
）

（
二
四
）

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
漢
書
』
は
注
釋
書
だ
け
で
な
く
、
秦
景
通
・
秦
暐
・

劉
納
言
と
い
っ
た
漢
書
學
の
宗
匠
や
多
く
の
「
漢
書
學
者
」
た
ち
に
よ
る
「
師

法
」
や
、
ま
た
姚
氏
・
顏
氏
の
よ
う
な
家
學
に
よ
っ
て
も
讀
み
繼
が
れ
て
い
っ

（
二
五
）

た
の
で
あ
る
。

（
二
六
）

二

敦
煌
本
『
漢
書
』

で
は
こ
こ
で
、
敦
煌
よ
り
出
土
し
た
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
以
外
の
注
釋
付

き
『
漢
書
』
に
つ
い
て
檢
討
し
て
い
き
た
い
。
現
在
、
寫
眞
な
ど
で
見
る
こ
と

（
二
七
）

が
で
き
る
、
本
文
・
注
釋
が
省
略
さ
れ
て
い
な
い
寫
本
は
、
以
下
の
四
種
で
あ

る
。S.2053

（
『
漢
書
』
卷
七
十
八

蕭
望
之
傳
殘
卷
）

P.3669

（
『
漢
書
』
卷
二
十
三

刑
法
志
殘
卷
。P.3557

と
同
本
。
内
容
か

らP.3669

を
先
に
置
く
）

P.3557

（
『
漢
書
』
卷
二
十
三

刑
法
志
殘
卷
）

敦
煌
祕
笈
四
三
二
（
『
漢
書
』
卷
八
十
一

匡
衡
張
禹
孔
光
傳
殘
卷
、
本

稿
で
は
羅
振
玉
が
翻
刻
し
た
も
の
を
用
い
た
。
以
下
、
羅
振
玉
本
と
呼
ぶ
）

［
敦
煌
本
『
漢
書
』
が
引
用
す
る
注
釋
］

ま
ず
は
、
諸
敦
煌
本
『
漢
書
』
に
施
さ
れ
た
注
釋
の
注
釋
名
に
つ
い
て
確
認

し
た
い
。
な
お
、
參
考
の
た
め
、
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
が
同
一
箇
所
に
付
け

る
注
釋
も
併
せ
て
調
査
し
て
記
し
、
違
い
が
あ
る
場
合
は
傍
線
を
付
け
た
。
な

お
、
以
下
の
一
覧
に
「
無
名
氏
」
と
表
記
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

【
本
文
】
上
以
育
耆
舊
名
臣
、
乃
以
三
公
使
車
載
育
入
殿
中
受
策
。

【
集
解
】
使
車
、
三
公
奉
使
之
車
也
。
若
安
車
。

の
よ
う
に
、
注
釋
者
の
姓
名
が
冠
さ
れ
て
い
な
い
注
釋
の
事
で
あ
る
。

（
二
八
）

S.2053

（
『
漢
書
』
卷
七
十
八

蕭
望
之
傳
）

服
虔
一
例
、
應
劭
一
例
、
文
穎
三
例
、
蘇
林
四
例
、
張
晏
二
例
、
如
淳
三
例
、

無
名
氏
三
例
（
計
十
七
例
）

【
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
】

服
虔
二
例
、
應
劭
二
例
、
文
穎
二
例
、
蘇
林
五
例
、
張
晏
二
例
、
如
淳
三
例
、

孟
康
一
例
、
顏
師
古
百
二
例
（
舊
注
十
七
例
、
計
百
十
九
例
）

P.3669

（
『
漢
書
』
卷
二
十
三

刑
法
志
殘
卷
）

如
淳
四
例
、
孟
康
一
例
、
晉
灼
一
例
、
無
名
氏
三
例
（
計
九
例
）

【
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
】

李
奇
一
例
、
如
淳
三
例
、
蘇
林
一
例
、
孟
康
二
例
、
晉
灼
二
例
、
顏
師
古
五
十

二
例
（
舊
注
九
例
、
計
六
十
一
例
）

P.3557

（
『
漢
書
』
卷
二
十
三

刑
法
志
殘
卷
）
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李
奇
一
例
、
文
穎
一
例
、
如
淳
二
例
、
晉
灼
一
例
、
無
名
氏
一
例
（
計
六
例
）

【
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
】

李
奇
三
例
、
如
淳
二
例
、
孟
康
二
例
、
晉
灼
一
例
、
顏
師
古
十
八
例
（
舊
注
八

例
、
計
二
十
六
例
）

羅
振
玉
本
（
『
漢
書
』
卷
八
十
一

匡
衡
張
禹
孔
光
傳
殘
卷
）

服
虔
二
例
、
文
穎
二
例
、
蘇
林
一
例
、
如
淳
二
例
、
晉
灼
一
例
、
無
名
氏
二
例

（
計
十
例
）

【
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
】

服
虔
二
例
、
文
穎
一
例
、
蘇
林
一
例
、
如
淳
二
例
、
晉
灼
一
例
、
顏
師
古
四
十

八
例
（
舊
注
七
例
、
計
五
十
五
例
）

※
敦
煌
本
…
…
…
…
…
…
…
總
計
四
十
二
例

顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
…
舊
注
四
十
一
例
、
顏
師
古
注
二
百
二
十
例
、
總
計

二
百
六
十
一
例

敦
煌
本
『
漢
書
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
注
釋
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
は
こ
の
敦
煌
本
『
漢
書
』
は
如
何
な
る
『
漢
書
』
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
敦
煌
本
『
漢
書
』
に
つ
い
て
は
、
王
重
民
氏
が
『
敦
煌
古
籍
敍
録
』
（
卷
二

漢
書
刑
法
志

蔡
謨
注
伯
三
六
六
九
）
で
既
に
言
及
し
て
い
る
。
王
氏
は
、

世
字
は
廿
に
作
り
、
民
字
は
治
字
筆
を
缺
け
ば
、
則
ち
當
に
高
宗
の
世
に

寫
す
べ
し
。
載
す
所
の
諸
家
の
注
語
、
李
奇
以
後
に
及
ば
ず
、
小
顏
注
の

徴
引
す
る
所
と
、
亦
た
繁
簡
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
余
を
以
て
之
を
考
ふ
る

に
、
蓋
し
晉
の
蔡
謨
集
解
な
り
。

（
二
九
）

と
述
べ
、
「
世
」
字
及
び
「
民
」
字
（
太
宗

李
世
民
）
、
ま
た
「
治
」
字
（
高

宗

李
治
）
を
缺
畫
し
て
い
る
點
か
ら
、
高
宗
期
の
寫
本
と
見
な
し
、
ま
た
注

（
三
〇
）

釋
者
の
下
限
が
「
李
奇
」
で
あ
る
點
、
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
が
引
用
す
る
も

の
と
差
異
が
あ
る
こ
と
か
ら
「p.3669

」
を
蔡
謨
『
漢
書
集
解
』
と
す
る
。
ま

た
そ
の
他
三
本
も
同
樣
の
特
徴
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
も
蔡
謨
『
漢
書

集
解
』
と
判
斷
し
て
い
る
。
筆
者
は
王
氏
の
見
解
に
基
本
的
に
贊
同
す
る
も
の

だ
が
、
こ
こ
で
若
干
の
補
訂
を
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
王
氏
は
李
奇
を
注
釋
者
の
下
限
と
す
る
が
、
こ
の
「
李
奇
」
は
生
卒

年
も
大
ま
か
な
活
動
年
代
も
不
明
で
あ
る
。
た
だ
顏
師
古
「
漢
書
敍
例
」
で
は
、

引
用
す
る
注
釋
者
を
列
擧
す
る
際
に
、
こ
の
李
奇
を
三
國
魏
の
鄧
展
の
前
に
置

い
て
い
る
。
恐
ら
く
は
後
漢
～
三
國
の
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
先
述
の
通

り
、
こ
の
敦
煌
本
に
は
西
晉
の
晉
灼
の
注
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
晉
灼
は
西
晉

時
代
に
活
躍
し
、
顏
師
古
に
よ
る
李
奇
の
推
定
年
代
よ
り
も
後
の
人
物
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
時
代
も
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
李
奇
で
は
な
く
晉
灼
を

注
釋
者
の
下
限
と
し
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
敦
煌
本
『
漢
書
』
に
つ
い
て
檢
證
し
た
い
。
こ
こ
で

判
斷
の
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
次
の
五
つ
の
點
で
あ
る
。

①
注
釋
者
の
下
限
が
晉
灼
で
あ
る
。

②
唐
代
に
は
本
文
と
注
が
一
體
と
な
っ
た
「
注
本
」
の
形
態
を
採
る
『
漢
書
』

は
、『
隋
書
』
經
籍
志
に
據
れ
ば
蔡
謨
『
集
解
』
か
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』

だ
け
で
あ
る
。

（
三
一
）

②
蔡
謨
は
臣
瓚
『
集
解
音
義
』
を
踏
襲
す
る
（
前
掲
「
漢
書
敍
例
」
に
よ
る
）
。

④
敦
煌
本
に
は
顏
師
古
の
自
注
が
一
つ
も
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

⑤
敦
煌
本
に
は
姓
名
を
冠
し
な
い
注
釋
（
「
無
名
氏
」
注
）
が
引
用
さ
れ
て

い
る
が
、
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
舊
注
に
は
全
て
姓

名
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
姓
名
が
缺
け
て
い
る
注
釋
は
な
い
。

（
三
二
）
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以
上
の
五
點
を
踏
ま
え
れ
ば
、
や
は
り
こ
れ
ら
敦
煌
本
『
漢
書
』
は
、
王
氏
を

始
め
と
す
る
先
學
が
指
摘
す
る
通
り
、
蔡
謨
『
漢
書
集
解
』
だ
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

三

敦
煌
本
『
漢
書
集
解
』
と
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
と
の
比
較

敦
煌
本
『
漢
書
』
が
、
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
成
立
以
前
の
通
行
本
で
あ
っ

た
蔡
謨
『
漢
書
集
解
』
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
敦
煌

本
『
漢
書
集
解
』
と
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
と
を
比
較
し
、
顏
師
古
は
注
釋
を

ど
の
よ
う
に
改
變
し
た
か
を
檢
討
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
六
例
に
分
類
で
き
た
。

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
を
順
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。

（
一
）
注
釋
が
無
い
箇
所
に
注
釋
を
付
け
る
。
（
一
九
五
例
）

【
本
文
】
由
是
言
之
、
風
俗
移
易
、
人
性
相
近
而
習
相
遠
、
信
矣
。
（P.3669

）

【
集
解
】
な
し

【
顏
注
】
師
古
曰
、
論
語
云
、
孔
子
曰
、
性
相
近
習
相
遠
也
。
言
人
同
稟
五
常

之
性
、
其
所
取
舍
本
相
近
也
、
但
所
習
各
異
、
漸
漬
而
移
、
則
相
遠

矣
。

【
本
文
】
一
物
失
稱
、
亂
之
端
也
。
（P.3557

）

【
集
解
】
な
し

【
顏
注
】
師
古
曰
、
稱
、
宜
也
。
音
尺
孕
反
。

こ
れ
は
「
漢
書
敍
例
」
の
「
舊
の
闕
漏
す
る
所
、
未
だ
嘗
て
解
説
せ
ざ
れ
ば
、

普
く
更
に
詳
釋
し
、
洽
通
せ
ざ
る
こ
と
無
か
ら
し
む
」
（
傍
線
部
［
六
］
）
に

當
た
る
注
釋
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
例
は
六
例
の
中
で
最
も
多
く
、
敦
煌
本
『
漢

書
集
解
』
と
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
の
最
も
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

（
三
三
）

（
二
）
舊
注
を
削
り
、
自
ら
の
注
釋
に
置
き
換
え
る
。
（
八
例
）

【
本
文
】
上
罪
梏
拲
而
桎
（P.3669

）

【
集
解
】
音
鞏
、
壹
其
手
也
。

【
顏
注
】
師
古
曰
、
械
在
手
曰
梏
、
兩
手
同
械
曰
拲
、
在
足
曰
桎
。
弊
、
斷
罪

也
。
自
此
以
上
掌
囚
所
職
也
。
梏
音
、
古
篤
反
。
拲
即
拱
字
也
。
桎

音
、
之
日
反
。
弊
音
蔽
。

こ
れ
は
「
漢
書
敍
例
」
の
「
若
し
汎
説
な
る
も
當
に
非
ず
、
蕪
辭
競
逐
し
、

苟
も
異
端
を
出
し
、
徒
に
煩
冗
を
爲
す
は
、
祗
だ
篇
籍
を
穢
す
の
み
な
れ
ば
、

蓋
し
焉
を
取
る
無
し
」
（
傍
線
部
［
五
］
）
で
あ
る
。

（
三
）
舊
注
を
編
集
す
る
。
（
八
例
）

【
本
文
】
少
史
冠
法
冠
、
爲
妻
先
引
（S.2053

）

【
集
解
】
文
穎
曰
、
先
引
謂
導
車
前
也
。

【
顏
注
】
蘇
林
曰
、
少
史
、
曹
史
之
下
者
也
。
文
穎
曰
、
先
引
謂
導
車
前
。

敦
煌
本
で
は
文
穎
注
だ
け
つ
い
て
い
た
が
、
蘇
林
注
を
付
け
足
し
て
い
る
。

ま
た
、
單
純
に
文
穎
の
後
に
蘇
林
を
付
け
加
え
る
の
で
は
な
く
、「
漢
書
敍
例
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
順
番
（
蘇
林
→
文
穎
の
順
）
に
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た

『
漢
書
集
解
』
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
舊
注
を
他
本
よ
り
補
っ
て
引
用
す
る
態

度
は
、
「
漢
書
敍
例
」
の
「
凡
そ
舊
く
是
に
注
せ
し
者
、
則
ち
閒
然
す
る
こ
と

無
く
ん
ば
、
具
さ
に
し
て
之
を
存
し
、
以
て
隱
さ
ざ
る
を
示
す
」
（
傍
線
部

［
二
］
）
に
則
っ
て
い
る
。

な
お
、
「
舊
注
を
編
集
」
し
た
、
と
言
っ
て
も
、
具
體
的
に
は
舊
注
を
付
け

加
え
た
り
注
釋
文
を
校
正
す
る
な
ど
、
敦
煌
本
『
漢
書
集
解
』
を
顏
師
古
が
增
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補
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
の
方
が
舊

注
が
少
な
い
と
い
う
箇
所
が
一
例
だ
け
あ
る
。

【
本
文
】
初
元
元
年
、
郡
圖
誤
以
閩
佰
爲
平
陵
佰
。
積
十
餘
歳
、
衡
封
臨
淮
郡
、

遂
封
眞
平
陵
佰
以
爲
界
、
多
四
百
頃
。

【
集
解
】
蘇
林
曰
、
平
陵
閩
僮
縣
千
陌
名
也
。
平
陵
陌
在
閩
陌
而
、
誤
十
餘
歳
、

衡
乃
始
封
此
鄕
也
。
晉
灼
曰
、
舉
郡
而
言
耳
、
自
封
縣
也
。

【
顏
注
】
蘇
林
曰
、
平
陵
佰
在
閩
佰
南
、
誤
十
餘
歳
、
衡
乃
始
封
此
鄕
。

顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
で
は
、
蘇
林
の
注
釋
文
が
短
く
な
っ
て
お
り
、
更
に

晉
灼
注
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
今
、
中
華
書
局
標
點
本
を
見
て
み
る
と
、
蘇

林
注
の
後
に
「
晉
灼
曰
、
舉
郡
而
言
耳
、
自
封
縣
也
」
と
晉
灼
注
が
あ
り
、
さ

ほ
ど
變
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
實
は
こ
れ
は
敦
煌
本
に
よ
っ

て
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
百
衲
本
『
漢
書
』
や
『
漢
書
補
注
』
に
は
こ
の

（
三
四
）

晉
灼
注
は
引
か
れ
て
い
な
い
。

（
四
）
舊
注
に
自
注
を
追
加
す
る
（
十
三
例
）
。

【
本
文
】
恭
顯
又
時
傾
仄
見
詘
。
（S.2053

）

【
集
解
】
文
穎
曰
、
恭
顯
心
不
自
安
也
。

【
顏
注
】
文
穎
曰
、
恭
顯
心
不
自
安
也
。
師
古
曰
、
文
説
非
也
。
言
其
不
能
持

正
、
故
議
論
大
事
見
詘
於
天
子
也
。
仄
、
古
側
字
。

こ
こ
で
は
舊
注
の
一
つ
で
あ
る
文
穎
注
を
是
正
し
つ
つ
、
「
仄
」
字
に
つ
い

て
の
注
も
加
え
て
い
る
。

「
漢
書
敍
例
」
の
「
其
れ
指
趣
略
擧
し
、
結
約
未
だ
伸
さ
ざ
る
こ
と
有
れ
ば
、

衍
し
て
之
を
通
じ
、
皆
な
備
悉
せ
し
む
。
詭
文
僻
見
、
理
を
越
ゑ
眞
を
亂
す
に

至
れ
ば
、
匡
し
て
之
を
矯
め
、
以
て
惑
蔽
を
祛
る
」
（
傍
線
部
［
四
］
）
に
相

當
す
る
。

（
五
）
敦
煌
本
で
は
注
釋
者
名
が
な
い
も
の
に
姓
名
を
書
き
加
え
る
（
六
例
）
。

【
本
文
】
上
以
育
耆
舊
名
臣
、
乃
以
三
公
使
車
載
育
入
殿
中
受
策
（S.2053

）

【
集
解
】
使
車
、
三
公
奉
使
之
車
也
。
若
安
車
。

【
顏
注
】
孟
康
曰
、
使
車
、
三
公
奉
使
之
車
、
若
安
車
也
。

こ
こ
で
顏
師
古
は
、
敦
煌
本
で
は
缺
け
て
い
る
注
釋
者
名
を
補
っ
て
い
る
だ

が
、
蔡
謨
が
知
り
得
な
か
っ
た
『
漢
書
』
注
釋
者
の
姓
名
を
、
顏
師
古
は
ど
の

よ
う
に
し
て
知
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫

氏
の
「
裴
駰
の
『
史
記
集
解
』
」
が
大
變
參
考
に
な
る
。
『
史
記
集
解
』
は
『
漢

書
』
注
を
多
用
す
る
の
だ
が
、
そ
の
中
に
は
單
に
「
漢
書
音
義
曰
」
と
冠
さ
れ

る
だ
け
で
、
敦
煌
本
と
同
じ
く
姓
名
が
な
い
注
釋
が
多
々
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ

れ
ら
を
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
と
比
較
す
る
と
、
敦
煌
本
の
事
例
と
同
じ
よ
う

に
缺
け
て
い
る
姓
名
が
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
で
は
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
吉
川
氏
は
、

（
三
五
）

『
集
解
』
が
「
漢
書
音
義
」
と
し
て
引
く
も
の
が
、
師
古
注
で
は
、
荀
悅
、

服
虔
、
應
劭
、
伏
嚴
、
劉
德
、
鄭
氏
、
李
奇
、
文
穎
、
張
揖
、
蘇
林
、
如

淳
、
孟
康
、
晉
灼
、
臣
瓚
の
個
人
名
に
還
元
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う

解
す
べ
き
か
。
『
史
記
集
解
』
序
の
正
義
は
、
先
ほ
ど
引
い
た
「
案
大
顏

以
爲
無
名
義
」
に
つ
づ
け
て
、
「
漢
書
音
義
今
有
六
卷
、
題
云
孟
康
、
或

云
服
虔
、
蓋
後
所
加
、
皆
非
其
實
、
未
詳
指
歸
也
」
と
い
う
け
れ
ど
も
、

顏
師
古
が
意
を
も
っ
て
個
人
名
に
な
お
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
顏
師

古
は
臣
瓚
『
漢
書
音
義
』
に
引
か
れ
た
諸
説
の
も
と
の
書
物
を
見
る
機
會

に
め
ぐ
ま
れ
た
か
、
そ
れ
と
も
ま
た
ひ
と
つ
の
可
能
性
の
あ
る
推
測
と
し

て
、
臣
瓚
注
に
や
や
先
だ
つ
晉
灼
注
を
利
用
し
、
そ
れ
に
は
個
人
名
が
明

記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
三
六
）

と
、
顏
師
古
は
晉
灼
注
に
よ
っ
て
注
釋
者
名
を
知
り
得
た
と
の
推
論
を
提
示
さ
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れ
て
い
る
。
吉
川
氏
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
う
い
っ
た
失
わ
れ

た
姓
名
を
明
ら
か
に
す
る
態
度
は
、
（
三
）
と
軌
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

（
六
）
舊
注
を
自
注
に
取
り
込
む
（
四
例
）
。

【
本
文
】
故
金
布
令
甲
曰
（S.2053

）

【
集
解
】
丞
相
達
尉
板
詔
令
也
。
金
布
、
其
篇
目
。

【
顏
注
】
師
古
曰
、
金
布
者
、
令
篇
名
也
。
其
上
有
府
庫
金
錢
布
帛
之
事
、
因

以
名
篇
。
令
甲
者
、
其
篇
甲
乙
之
次
。

こ
れ
は
（
三
）
や
（
五
）
に
見
え
る
、
「
凡
そ
舊
注
の
是
な
る
者
は
、
則
ち

閒
然
無
く
ん
ば
、
具
さ
に
し
て
之
を
存
し
、
以
て
隱
さ
ざ
る
を
示
す
」
と
相
反

す
る
態
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
顏
師
古
の
態
度
は
、
古
來
よ
り
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
吉
川
氏
が
「
古
人
は
先
人
の
説
を
用
い
る
こ
と
に
し
か
く
そ

（
三
七
）

れ
ほ
ど
神
經
質
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
を
拘
束
し
て
い
る
倫
理
感
が
、

彼
ら
を
も
同
様
に
拘
束
し
た
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
通
り
、
單
純
に
「
顏
師

（
三
八
）

古
が
剽
竊
し
た
」
と
見
な
す
の
は
問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
（
五
）
の
如

く
、
顏
師
古
は
姓
名
が
無
い
注
釋
に
姓
名
を
冠
し
て
そ
の
注
釋
者
を
明
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
事
例
は
、
「
古
本
」
を
調
査
し
て
も
注
釋

者
の
姓
名
が
不
明
だ
っ
た
た
め
、
ひ
と
ま
ず
自
注
に
取
り
込
ん
で
お
い
た
、
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
敦
煌
本
『
漢
書
』
が
引
用
す
る

無
名
氏
の
『
漢
書
』
注
釋
は
、
た
と
え
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
に
引
用
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
必
ず
姓
名
を
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
相
違
に
は
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
三
九
）

以
上
、
兩
書
の
違
い
を
檢
討
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
兩
書
の
主
な
違
い

を
大
別
す
る
と
、
①
「
注
釋
の
分
量
」
、
②
「
舊
注
の
異
同
」
、
の
二
點
に
分

け
ら
れ
る
。

ま
ず
、
①
「
注
釋
の
分
量
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
擧
げ
た
兩
書
の
注
釋
數

か
ら
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
に
比
べ
、
敦
煌
本
の
方
が

壓
倒
的
に
注
釋
が
少
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
顏
師
古
は
注
釋
を
作
成
す
る
際
に
、

た
だ
舊
注
を
切
り
貼
り
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
（
三
）
の
よ
う
に
敦
煌
本
が
引

用
し
な
い
舊
注
を
引
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
（
四
）
の
よ
う
に
自
注
を
付
け
加

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
舊
注
を
增
補
し
、
更
に
大
量
の
自
注
を
付
け
加
え
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
は
蔡
謨
『
漢
書
集
解
』

（
四
〇
）

に
比
べ
て
、
注
釋
が
大
幅
に
增
加
し
注
釋
書
と
し
て
充
實
し
て
い
る
、
と
言
え

よ
う
。
續
い
て
②
「
舊
注
の
異
同
」
で
あ
る
。
注
釋
の
姓
名
と
文
字
の
異
同
な

ど
が
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
先
人
が
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
注
釋
書
（
主

に
晉
灼
『
漢
書
集
注
』
か
）
を
見
た
た
め
に
差
違
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
漢
書
敍
例
」
で
の
數
々
の
指
摘
も
顏
師
古
が
實
際
に
「
古
本
」
を
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
こ
そ
、
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
兩
書
に
散
見
す
る
舊
注
の
異
同
の
多
く
は
、
顏
師
古
が
「
古
本
」

を
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
發
生
し
た
と
い
う
觀
點
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
觀
點
か
ら
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
『
漢
書
』
注

釋
書
に
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

四

ゆ
れ
る
『
漢
書
集
解
』

『
漢
書
』
卷
二
十
三

刑
法
志

【
本
文
】
上
罪
梏
拲
而
桎
。
（P.3669

）

【
集
解
】
音
鞏
、
壹
其
手
也
。

【
顏
注
】
師
古
曰
、
械
在
手
曰
梏
、
兩
手
同
械
曰
拲
、
在
足
曰
桎
。
弊
、
斷
罪
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也
。
自
此
以
上
掌
囚
所
職
也
。
梏
音
、
古
篤
反
。
拲
即
拱
字
也
。
桎

音
、
之
日
反
。
弊
音
蔽
。

こ
れ
は
先
に
擧
げ
た
（
二
）
の
例
で
あ
る
。
敦
煌
本
『
漢
書
集
解
』
と
顏
師

古
校
注
『
漢
書
』
と
を
比
較
し
た
場
合
、
前
述
の
通
り
「
顏
師
古
は
舊
注
を
削

っ
て
詳
細
な
自
注
を
付
け
た
」
と
判
斷
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
顏
師
古
注
と
ほ
ぼ
同
じ
注
釋
が
、
『
文
選
』
李
善
注
で
は

應
劭
注
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
文
選
』
卷
四
十
一

司
馬
子
長
「
報
任
少
卿
書
」

（
四
一
）

【
本
文
】
魏
其
、
大
將
也
、
衣
赭
衣
、
關
三
木
。

【
李
注
】
三
木
、
在
項
及
手
足
也
。
魏
其
侯
、
已
見
李
陵
答
蘇
武
書
。
周
禮
曰
、

上
罪
梏
拲
而
桎
。
應
劭
漢
書
注
曰
、
在
手
曰
梏
、
兩
手
同
械
曰
拲
、

在
足
曰
桎
。
韋
昭
曰
、
桎
、
兩
手
合
也
。
梏
音
告
。
拲
音
拱
。
桎
、

之
栗
切
。

（
四
二
）

こ
こ
で
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
と
『
文
選
』
李
善
注
を
比
較
し
た
場
合
、
應

劭
注
に
つ
い
て
は
「
顏
師
古
が
應
劭
注
を
自
注
に
取
り
込
こ
ん
だ
」
、
韋
昭
注

に
つ
い
て
は
「
顏
師
古
が
削
っ
た
」
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
敦
煌
本
『
漢
書
集
解
』
、
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
、
そ
し
て
『
文

選
』
李
善
注
の
、
三
本
す
べ
て
を
比
較
す
る
と
、「
何
故
應
劭
注
が
敦
煌
本
『
漢

書
』
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
「
顏
師
古
が
應
劭
注
を
自
注
に
取

り
入
れ
、
李
善
は
應
劭
注
の
單
注
本
を
見
た
」
、
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
し

か
し
應
劭
の
單
注
本
は
『
隋
書
』
經
籍
志
に
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
前

述
の
通
り
、
顏
師
古
は
姓
名
を
缺
く
舊
注
に
姓
名
を
冠
し
て
引
用
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
應
劭
注
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
顏
師
古
が
自
注
に
取
り
入

れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
で
は
こ
の
現
象
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。

資
料
に
制
限
が
あ
り
容
易
に
結
論
が
出
る
問
題
で
は
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
で

一
つ
の
可
能
性
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
顏
師
古
が
見
た
『
漢
書
集

解
』
、
李
善
が
見
た
『
漢
書
集
解
』
、
そ
し
て
敦
煌
本
『
漢
書
集
解
』
、
以
上

（
四
三
）

三
つ
の
『
漢
書
集
解
』
が
そ
れ
ぞ
れ
若
干
異
な
っ
た
注
釋
を
持
て
い
た
、
と
い

う
可
能
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
李
善
が
見
た
『
漢
書
集
解
』
に
は
「
應
劭
注
」

が
存
在
し
、
顏
師
古
が
見
た
『
漢
書
集
解
』
は
注
釋
文
は
あ
っ
た
も
の
の
姓
名

が
缺
落
し
て
い
た
た
め
、
顏
師
古
は
自
注
に
取
り
入
れ
、
そ
し
て
敦
煌
本
『
漢

（
四
四
）

書
集
解
』
は
何
ら
か
の
理
由
で
「
應
劭
注
」
が
缺
け
て
い
た
の
あ
る
。

同
名
の
注
釋
書
で
あ
り
な
が
ら
、
注
釋
が
ゆ
れ
動
く
現
象
に
つ
い
て
は
、
李

匡
乂
『
資
暇
集
』
に
『
文
選
』
李
善
注
に
關
す
る
記
述
が
あ
る
。

李
續
之
は
雅
宜
殷
勤
也
。
代
々
數
本
の
李
氏
文
選
を
傳
ふ
。
初
注
の
成
る

者
、
覆
注
の
者
有
り
、
三
注
四
注
の
者
有
り
。
當
初

旋

ば
之
を
傳
寫
せ

し
ば
し

ら
る
。
其
の
絶
筆
の
本
、
釋
音
訓
義
を
兼
ね
、
注
解
は
甚
だ
多
し
。
余
が

家
は
幸
ひ
に
し
て
有
り
。
嘗
て
數
本
を
將
て
竝
べ
て
校
す
る
に
、
唯
だ
注

の
贍
略
有
異
の
み
な
ら
ず
、
科
段
に
至
り
て
も
、
互
ひ
に
相
ひ
同
じ
か
ら

ず
、
余
が
家
の
本
の
該
備
に
似
る
無
き
也
。

（
四
五
）

こ
の
よ
う
に
、
唐
末
に
は
複
數
の
李
善
注
本
が
存
在
し
て
お
り
、
し
か
も
同
じ

李
善
注
で
あ
り
な
が
ら
注
釋
の
内
容
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
『
後

（
四
六
）

漢
書
』
李
賢
注
の
舊
鈔
本
に
は
、
現
在
傳
わ
っ
て
い
る
ど
の
版
本
に
も
無
い
注

釋
が
存
在
し
て
い
る
。
『
漢
書
集
解
』
や
そ
の
他
の
『
漢
書
』
注
釋
書
も
、
『
文

（
四
七
）

選
』
李
善
注
や
『
後
漢
書
』
李
賢
注
と
同
じ
よ
う
に
、
文
字
の
異
同
だ
け
で
は

な
く
、
注
釋
そ
の
も
の
の
出
入
が
あ
り
、
同
じ
『
漢
書
集
解
』
で
あ
り
な
が
ら
、

收
録
す
る
注
釋
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
晉
灼
注
を
重
ん
じ

た
は
ず
の
顏
師
古
に
晉
灼
の
注
が
無
く
、
敦
煌
本
の
方
に
は
あ
る
こ
と
（
前
述
）

（
四
八
）
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も
、
同
じ
書
名
の
注
釋
書
で
あ
っ
て
も
注
釋
が
ゆ
れ
て
い
る
と
い
う
觀
點
か
ら

考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
理
解
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
敦
煌
本
『
漢
書
集
解
』
は
完
本
で
は
な
く
、
注
を
省
略
し
て
い
る
節

略
本
で
あ
る
た
め
に
三
者
に
相
違
が
生
じ
た
可
能
性
も
あ
る
。
つ
ま
り
元
々
『
漢

書
集
解
』
に
は
應
劭
注
が
あ
っ
た
も
の
の
、
傳
寫
の
過
程
で
消
失
し
、
敦
煌
本

の
形
態
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
顏
師
古
が
應

劭
注
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
敦
煌
本
『
漢

書
集
解
』
と
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
と
を
比
較
す
る
と
、
本
文
に
は
大
き
な
相

違
や
省
略
が
無
く
、
注
釋
に
つ
い
て
も
、
顏
師
古
が
舊
注
を
引
用
し
な
い
箇
所

で
は
、
敦
煌
本
で
も
同
樣
に
舊
注
を
引
用
し
な
か
っ
た
り
、
舊
注
の
數
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
な
ど
、
こ
ち
ら
も
節
略
が
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
敦
煌

本
『
漢
書
集
解
』
は
省
略
が
あ
っ
た
と
し
て
も
極
め
て
わ
ず
か
で
あ
っ
た
と
見

て
問
題
は
無
い
だ
ろ
う
。
ま
た
假
に
省
略
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
同

時
に
注
釋
が
ゆ
れ
て
い
く
こ
と
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
注
釋
の
異
な
る
樣
々

な
種
類
の
『
漢
書
集
解
』
が
あ
っ
た
こ
と
に
變
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

敦
煌
本
『
漢
書
集
解
』
と
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
と
の
比
較
か
ら
見
え
る
兩

書
の
特
徴
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
敦
煌
本
『
漢
書
集
解
』
→
注
釋
の
分
量
が
少
な
い
。
注
釋
が
大
き
く
ゆ
れ
て

い
る
。

○
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
→
注
釋
の
分
量
が
多
い
。
注
釋
は
固
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、
『
漢
書
集
解
』
と
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
と
で

は
、
注
釋
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』

成
立
以
前
は
勿
論
の
こ
と
、
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
が
現
在
の
よ
う
な
権
威
を

持
つ
以
前
、
つ
ま
り
『
漢
書
集
解
』
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
が
併
存
し
た
時
代

の
文
獻
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
漢
書
』
を
讀
む
際
に
は
、
そ
の
解
釋
の
違
い
な

ど
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
讀
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同

じ
『
漢
書
集
解
』
と
い
え
ど
も
注
釋
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
點
も
重
ね

て
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
從
來
、
顏
師
古
に
よ
る
本
文
の
固
定
は
指
摘

さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
調
査
の
結
果
、
本
文
だ
け
で
な
く
注
釋
も
顏
師
古
に

よ
っ
て
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
顏
師
古
以
前
と

以
後
の
『
漢
書
』
の
間
に
は
本
文
・
注
釋
と
も
に
大
き
な
斷
絶
が
あ
る
、
と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
注
釋
の
質
的
差
違
の
他
に
、
絶
對
的
な
分
量
の
違
い
も
兩
書
の
閒
に

存
在
す
る
。
こ
の
分
量
の
差
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
き

た
い
。
今
、
敦
煌
本
『
漢
書
集
解
』
を
見
る
と
注
釋
が
非
常
に
少
な
く
、
こ
の

注
釋
だ
け
で
は
、
『
漢
書
』
は
十
分
に
讀
み
解
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
も
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
た
と
き
に
想
起
さ
れ
る

の
が
、
『
漢
書
』
の
讀
み
を
授
け
る
「
漢
書
の
宗
匠
」
・
「
漢
書
學
者
」
達
の
存

在
で
あ
る
。
彼
ら
が
活
躍
し
た
第
一
の
要
因
は
、
『
漢
書
』
の
需
要
が
非
常
に

高
か
っ
た
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
が
、
既
存
の
注
釋
だ
け
で
は
十
分
に
『
漢
書
』

を
讀
解
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
要
因
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ

の
後
、
顏
師
古
が
十
分
な
注
釋
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
『
漢
書
』

は
「
宗
匠
」
や
「
漢
書
學
者
」
に
よ
る
敎
授
に
賴
る
こ
と
な
く
、
注
釋
書
に
據

っ
て
獨
學
す
る
こ
と
の
で
き
る
書
物
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ
れ

が
數
あ
る
『
漢
書
』
注
釋
書
の
中
で
、
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
の
み
が
生
き
殘

っ
た
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
更

な
る
考
察
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
注
釋
書
の
多
さ
と
「
漢
書
學
者
」
の
多
さ
を
、
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『
漢
書
』
の
需
要
の
高
さ
だ
け
に
求
め
る
の
は
再
考
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
敦
煌
本
『
漢
書
集
解
』
と
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
と
を
比
較
檢
討
し

て
き
た
が
、
今
後
は
『
史
記
集
解
』
や
文
選
李
善
注
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
漢

書
』
の
舊
注
を
檢
討
し
、
『
漢
書
集
解
』
（
及
び
『
漢
書
』
舊
注
）
の
ゆ
れ
幅

を
想
定
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
ゆ
れ
る
舊
注
や
本
文
に
對
し
て
顏
師
古
は
ど
の

よ
う
に
對
處
し
て
い
っ
た
か
を
「
漢
書
敍
例
」
や
顏
師
古
自
身
の
注
釋
を
手
掛

か
り
に
し
つ
つ
子
細
に
檢
討
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
唐
か
ら
北
宋
ま
で
の
學

術
思
想
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
が
生
き
殘
っ
た
要
因
を

檢
討
し
て
い
く
こ
と
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課

題
と
し
て
い
き
た
い
。

注
（
一
）
吉
川
忠
夫
氏
「
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
」
（
『
六
朝
精
神
史
研
究
』
同
朋
舍
、
一

九
八
四
年
に
所
收
）
。
ま
た
そ
の
他
に
田
中
和
夫
氏
『
毛
詩
正
義
研
究
』（
白
帝
社
、

二
〇
〇
三
年
）
の
第
三
章
第
二
節
「
顏
師
古
の
詩
經
學
」
が
あ
る
。
な
お
、
本
稿

で
は
吉
川
氏
の
こ
の
論
文
を
以
下
「
吉
川
論
文
」
と
呼
ぶ
。

（
二
）
拙
稿
「
『
後
漢
書
』
李
賢
注
所
引
「
前
書
音
義
」
考
」
（
『
大
東
文
化
大
學
漢
學
會

誌
』
第
四
十
五
號
、
二
〇
〇
六
年
）
、
「
『
文
選
』
李
善
注
所
引
「
漢
書
音
義
」
考
」

（
『
六
朝
學
術
學
會
報
』
第
八
集
、
二
〇
〇
七
年
）
、
「
『
史
記
集
解
』
所
引
「
漢
書

音
義
」
考
―
司
馬
相
如
列
傳
を
中
心
に
―
」
（
『
大
東
文
化
大
學
中
國
學
論
集
』
第

二
十
五
號
、
二
〇
〇
七
年
）
、「
『
文
選
』
李
善
注
所
引
『
漢
書
』
顏
師
古
注
考
」（
『
人

文
科
學
』
第
十
五
號
、
二
〇
一
〇
年
）
。

（
三
）
顏
師
古
以
前
の
『
漢
書
』
受
容
に
つ
い
て
は
、
吉
川
論
文
の
第
一
節
「
顏
師
古

以
前
に
お
け
る
漢
書
の
學
」
に
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
そ
ち
ら

を
參
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
四
）
漢
書
舊
無
注
解
、
唯
服
虔
應
劭
等
各
爲
音
義
、
自
別
施
行
（
顏
師
古
「
漢
書
敍

例
」
）
。
な
お
、
本
稿
で
は
正
史
は
中
華
書
局
標
點
本
を
、
『
文
選
』
は
胡
刻
本
（
藝

文
印
書
館
影
印
本
）
を
使
用
し
た
。
ま
た
『
漢
書
』
に
つ
い
て
は
適
宜
百
納
本
及

び
王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
を
參
照
し
た
。

（
五
）
服
虔
・
應
劭
以
前
に
も
姓
名
不
明
で
は
あ
る
が
、
『
漢
書
』
の
注
釋
が
存
在
し
て

い
た
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
吉
川
論
文
の
三
一
六
頁
を
參
照
。

（
六
）
凡
所
著
述
百
三
十
六
篇
。
又
集
解
漢
書
、
皆
傳
于
時
（
『
後
漢
書
』
卷
四
十
八

應
劭
傳
）

（
七
）
至
典
午
中
朝
、
爰
有
晉
灼
、
集
爲
一
部
、
凡
十
四
卷
。
又
頗
以
意
增
益
、
時
辯

前
人
當
否
、
號
曰
漢
書
集
注
。
屬
永
嘉
喪
亂
、
金
行
播
遷
、
此
書
雖
存
、
不
至
江

左
。
是
以
爰
自
東
晉
迄
于
梁
陳
、
南
方
學
者
皆
弗
之
見
。
有
臣
瓚
者
、
莫
知
氏
族
、

考
其
時
代
、
亦
在
晉
初
、
又
總
集
諸
家
音
義
、
稍
以
己
之
所
見
、
續
廁
其
末
、
擧

駮
前
説
、
喜
引
竹
書
、
自
謂
甄
明
、
非
無
差
爽
、
凡
二
十
四
卷
、
分
爲
兩
帙
。
今

之
集
解
音
義
則
是
其
書
、
而
後
人
見
者
不
知
臣
瓚
所
作
、
乃
謂
之
應
劭
等
集
解
（
顏

師
古
「
漢
書
敍
例
」
）
。

（
八
）
『
舊
唐
書
』
經
籍
志
及
び
『
新
唐
書
』
藝
文
志
は
顏
師
古
「
漢
書
敍
例
」
と
同
じ

く
「
十
四
卷
」
と
す
る
。
ま
た
『
新
唐
書
』
藝
文
志
に
は
續
け
て
「
又
音
義

十
七

卷
」
と
あ
る
。

（
九
）
晉
灼
『
集
注
』
そ
の
も
の
は
江
南
に
傳
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
臣
瓚
『
漢
書
集
解

音
義
』
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
晉
灼
の
注
釋
は
江
南
へ
傳
わ
っ
た
。
詳

し
く
は
、
吉
川
論
文
の
注
（
二
一

）
と
吉
川
氏
「
裴
駰
の
『
史
記
集
解
』
」
（
『
加
賀
博

士
退
官
記
念
中
國
文
史
哲
學
論
集
』
講
談
社
、
一
九
九
七
年
に
所
收
）
を
參
照
。

（
一
〇

）
蔡
謨
全
取
臣
瓚
一
部
散
入
漢
書
、
自
此
以
來
始
有
注
本
。
但
意
浮
功
淺
、
不
加

隱
括
、
屬
輯
乖
舛
、
錯
亂
實
多
、
或
乃
離
析
本
文
、
隔
其
辭
句
、
穿
鑿
妄
起
。
職

此
之
由
、
與
未
注
之
前
大
不
同
矣
。
謨
亦
有
兩
三
處
錯
意
、
然
於
學
者
竟
無
弘
益
。

（
一
一

）
總
應
劭
以
來
注
班
固
漢
書
者
、
爲
之
集
解
（
『
晉
書
』
卷
七
十
七

蔡
謨
傳
）
。

（
一
二

）
蔡
謨
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
卷
は
、
「
高
帝
紀
・
王
子
侯
表
・
百
官
公
卿
表
・
律
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暦
志
・
食
貨
志
・
郊
祀
志
・
地
理
志
・
匈
奴
傳
・
外
戚
傳
」
（
以
上
は
上
下
に
分

割
）
、
「
王
莽
傳
」
（
上
中
下
の
三
卷
）
、
「
五
行
志
」
（
上
、
中
之
上
、
中
之
下
、
下

之
上
、
下
之
下
の
五
卷
）
で
、
顏
師
古
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
卷
は
「
司
馬
相
如

傳
・
嚴
朱
吾
丘
主
徐
嚴
終
王
賈
傳
・
楊
雄
傳
・
西
域
傳
・
敍
傳
」
（
上
下
に
分
割
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
『
漢
書
』
の
分
卷
に
つ
い
て
は
、
注
（
二
）
に
前
掲
の
拙
稿
「
『
後

漢
書
』
李
賢
注
所
引
「
前
書
音
義
」
考
」
の
（
注
一
二

）
を
參
照
。

（
一
三

）
顏
師
古
が
引
用
す
る
舊
注
の
下
限
は
、
東
晉
の
蔡
謨
で
あ
る
。
蔡
謨
以
後
に
も

多
く
の
注
釋
書
が
作
ら
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
顏
師
古
が
引
用
し

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吉
川
論
文
の
三
六
六
頁
か
ら
三
八
四
頁
を
參
照
。

（
一
四

）
『
舊
唐
書
』
卷
七
十
二

顏
師
古
傳
に
「
時
承
乾
在
東
宮
、
命
師
古
注
班
固
漢
書
、

解
釋
詳
明
、
深
爲
學
者
所
重
」
と
あ
り
、
「
漢
書
敍
例
」
に
「
歳
在
重
光
、
律
中
大

呂
、
是
謂
涂
月
、
其
書
始
就
」
と
あ
る
。
な
お
、『
爾
雅
』
釋
天
に
「
在
辛
曰
重
光
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
敍
例
」
に
言
う
「
重
光
」
は
貞
觀
十
五
年
（
辛
丑
）
を
指
す
。

（
一
五

）
漢
書
舊
文
多
有
古
字
、
解
説
之
後
、
屢
經
遷
易
、
後
人
習
讀
、
以
意
刊
改
、
傳

寫
既
多
、
彌
更
淺
俗
。
今
則
曲
覈
古
本
、
歸
其
眞
正
、
一
往
難
識
者
、
皆
從
而
釋

之
。
（
中
略
）

凡
舊
注
是
者
、
則
無
閒
然
、
具
而
存
之
、
以
示
不
隱
。
其
有
指
趣
略
擧
、
結
約
未

伸
、
衍
而
通
之
、
使
皆
備
悉
。
至
於
詭
文
僻
見
。
越
理
亂
眞
、
匡
而
矯
之
、
以
祛

惑
蔽
。
若
汎
説
非
當
、
蕪
辭
競
逐
、
苟
出
異
端
、
徒
爲
煩
冗
、
祗
穢
篇
籍
、
蓋
無

取
焉
。
舊
所
闕
漏
、
未
嘗
解
説
、
普
更
詳
釋
、
無
不
洽
通
。
上
考
典
謨
、
旁
究
蒼

雅
、
非
苟
臆
説
、
皆
有
援
據
。

（
一
六

）
こ
の
「
古
本
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
吉
川

氏
は
、
顏
師
古
は
北
朝
に
傳
存
し
た
テ
キ
ス
ト
や
北
朝
に
の
み
傳
わ
っ
た
晉
灼
注

を
尊
重
し
、
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
の
際
に
參
照
し
て
い
た
て
い
た
の
で
は
な

い
か
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
吉
川
論
文
三
二
六
頁
）
。

（
一
七

）
顏
師
古
に
よ
る
『
漢
書
』
本
文
の
校
訂
に
つ
い
て
は
、
吉
川
論
文
三
五
九
頁
か

ら
三
六
五
頁
、
及
び
池
田
昌
廣
氏
「
西
域
出
土
の
古
鈔
本
か
ら
み
た
『
漢
書
』
顏

師
古
本
」
（
『
ア
ジ
ア
遊
學

一
四
〇
號

舊
鈔
本
の
世
界
』
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一

年
）
を
參
照
。

（
一
八

）
注
（
一
二

）
を
參
照
。

（
一
九

）
王
鳴
盛
『
十
七
史
商
榷
』
卷
七
「
漢
書
敍
例
」
に
「
據
敍
例
、
注
漢
書
者
、
師

古
以
前
凡
五
種
。
一
服
虔
二
應
劭
三
晉
灼
四
臣
瓚
五
蔡
謨
。
師
古
據
此
五
種
、
折

衷
而
潤
色
之
。
又
敍
例
臚
列
諸
家
姓
名
爵
里
出
處
、
凡
二
十
三
家
。
大
約
晉
灼
於

服
應
外
添
入
伏
儼
劉
德
鄭
氏
李
斐
李
奇
鄧
展
文
穎
張
揖
蘇
林
張
晏
如
淳
孟
康
項
昭

韋
昭
十
四
家
、
臣
瓚
於
晉
所
采
外
添
入
劉
寶
一
家
、
師
古
則
於
五
種
外
又
添
荀
悅

漢
紀
幷
崔
浩
漢
紀
音
義
及
郭
璞
注
司
馬
相
如
傳
三
家
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
王
鳴

盛
の
分
類
は
、
單
純
に
時
代
に
よ
っ
て
機
械
的
に
分
類
し
た
だ
け
の
も
の
な
の
で
、

こ
の
分
類
は
今
後
詳
細
に
檢
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
二
〇

）
後
述
の
通
り
、
顏
師
古
は
蔡
謨
『
集
解
』
が
引
用
し
て
い
な
い
舊
注
を
引
用
し

て
、
注
釋
を
增
補
・
校
訂
し
て
い
る
の
で
、
兩
書
の
關
係
は
單
純
な
繼
承
關
係
で

は
な
い
。

（
二
一

）
次
則
漢
書
之
學
、
亦
唐
初
人
所
競
尚
。

自
隋
時
蕭
該
精
漢
書
、
嘗
撰
漢
書
音
義
、
爲
當
時
所
貴
（
該
傳
）
。
包
愷
亦
精
漢
書
、

世
之
爲
漢
書
學
者
、
以
蕭
、
包
二
家
爲
宗
（
愷
傳
）
。
劉
臻
精
於
兩
漢
書
、
人
稱
爲

漢
聖
（
臻
傳
）
。
又
有
張
沖
撰
漢
書
音
義
十
二
卷
、
于
仲
文
撰
漢
書
刊
繁
三
十
卷
。

是
漢
書
之
學
、
隋
人
已
究
心
。

及
唐
而
益
以
考
究
爲
業
。
顏
師
古
爲
太
子
承
乾
注
漢
書
、
解
釋
詳
明
、
承
乾
表
上

之
、
太
宗
命
編
之
祕
閣
、
時
人
謂
杜
征
南
、
顏
祕
書
爲
左
邱
明
、
班
孟
堅
忠
臣
。

其
叔
游
秦
先
撰
漢
書
決
疑
、
師
古
多
取
其
義
、
此
顏
注
漢
書
、
至
今
奉
爲
準
的
者

也
（
師
古
傳
）
。
房
玄
齡
以
其
文
繁
難
省
、
又
令
敬
播
撮
其
要
、
成
四
十
卷
。
當
時

漢
書
之
學
大
行
、
又
有
劉
伯
莊
撰
漢
書
音
義
二
十
卷
。
秦
景
通
與
弟
暐
皆
精
漢
書
、

號
大
秦
君
、
小
秦
君
。
當
時
治
漢
書
者
、
非
其
指
授
以
爲
無
法
。
又
有
劉
納
言
亦

以
漢
書
名
家
（
敬
播
傳
）
。
姚
思
廉
少
受
漢
書
學
於
其
父
察
（
思
廉
傳
）
。
思
廉
之

孫
班
、
以
察
所
撰
漢
書
訓
纂
多
爲
後
之
注
漢
書
者
隱
其
姓
氏
攘
爲
己
説
、
班
乃
撰
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漢
書
紹
訓
四
十
卷
、
以
發
明
其
家
學
（
姚
璹
傳
）
。
又
顧
允
撰
漢
書
古
今
集
二
十
卷

（
允
傳
）
。
李
善
撰
漢
書
辨
惑
三
十
卷
（
善
傳
）
。
王
方
慶
嘗
就
任
希
古
受
史
記
、

漢
書
、
希
古
遷
官
、
方
慶
仍
隨
之
卒
業
（
方
慶
傳
）
。
他
如
郝
處
俊
好
讀
漢
書
、
能

暗
誦
。（
處
俊
傳
）
裴
炎
亦
好
左
氏
傳
、
漢
書
（
炎
傳
）
。
此
又
唐
人
之
究
心
漢
書
、

各
稟
承
舊
説
、
不
敢
以
意
爲
穿
鑿
者
也
。

（
二
二

）
吉
川
論
文
の
三
〇
八
頁
か
ら
三
〇
九
頁
を
參
照
。

（
二
三

）
『
後
漢
書
』
卷
八
十
四

列
女
傳
に
「
時
漢
書
始
出
、
多
未
能
通
者
。
同
郡
馬
融

伏
於
閣
下
、
從
昭
受
讀
、
後
又
詔
融
兄
續
繼
昭
成
之
」
と
あ
る
。

（
二
四

）
唯
史
記
漢
書
、
師
法
相
傳
、
竝
有
解
釋
。
三
國
志
及
范
曄
後
漢
、
雖
有
音
注
、

既
近
世
之
作
、
竝
讀
之
可
知
。
梁
時
、
明
漢
書
有
劉
顯
韋
稜
。
陳
時
有
姚
察
、
隋

代
有
包
愷
蕭
該
、
竝
爲
名
家
。

（
二
五

）
顏
氏
一
族
が
『
漢
書
』
を
家
學
と
し
て
繼
承
し
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
吉
川
論
文
三
四
六
頁
か
ら
三
五
八
頁
を
參
照
。

（
二
六

）
な
お
、
唐
代
の
『
漢
書
』
受
容
に
つ
い
て
は
、
余
欣
氏
「
寫
本
時
代
知
識
社
會

史
研
究
―
以
出
土
文
獻
所
見
《
漢
書
》
之
傳
播
與
影
響
爲
例
」
（
『
唐
研
究
』
第
十

三
卷
、
二
〇
〇
七
年
）
も
參
照
。

（
二
七

）
敦
煌
本
は
黄
永
武
主
編
『
敦
煌
寶
藏
』
（
新
文
豐
出
版
、
一
九
八
一
～
八
六
年
）

を
使
用
し
た
。
ま
た
、P.3669

と

P.3557

に
つ
い
て
は
『
敦
煌
書
法
叢
刊

第
一

〇
卷

經
史
（
八
）
』
（
二
玄
社
、
一
九
八
五
年
）
も
併
せ
て
參
照
し
た
。
「
敦
煌
祕

笈
四
三
二
」
は
、
「
敦
煌
石
室
碎
金
」
（
『
羅
雪
堂
先
生
全
集
三
編
六
』
）
に
所
收
の

羅
振
玉
校
録
「
漢
書
匡
衡
張
禹
孔
光
傳
殘
卷
」
を
使
用
し
た
。
な
お
、p.2973c
（
『
漢

書
』
卷
三
十
九

蕭
何
曹
參
傳
殘
卷
）
も
注
釋
が
付
け
ら
れ
て
い
る
『
漢
書
』
で
、

顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
で
は
な
い
と
判
斷
で
き
る
の
だ
が
、
節
略
本
で
あ
る
の
で
、

今
回
は
調
査
の
對
象
外
と
し
た
。

（
二
八

）
本
文
及
び
注
釋
はS.2053

か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
な
お
、
姓
名
を
缺
く
『
漢
書
』

注
釋
に
つ
い
て
詳
し
く
は
注
（
二
）
の
拙
稿
を
參
照
。

（
二
九

）
世
字
作
廿
、
民
字
治
字
缺
筆
、
則
當
寫
高
宗
之
世
。
所
載
諸
家
注
語
、
不
及
李

奇
以
後
、
與
小
顏
注
所
徴
引
、
亦
繁
簡
不
同
、
以
余
考
之
、
蓋
晉
蔡
謨
集
解
也
。

（
三
〇

）
余
欣
氏
前
掲
論
文
は
、
王
氏
と
同
じ
く
蔡
謨
『
集
解
』
と
す
る
も
の
の
、
開
元

四
年
以
降
、
八
世
紀
頃
の
寫
本
と
し
て
い
る
。

（
三
一

）
『
隋
書
』
經
籍
志
「
漢
疏
四
卷
」
の
項
目
に
「
劉
孝
標
注
漢
書

一
百
四
十
卷
、

陸
澄
注
漢
書

一
百
二
卷
、
梁
元
帝
注
漢
書

一
百
一
十
五
卷
」
と
あ
る
の
だ
が
、

續
け
て
「
梁
有
竝
亡
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
唐
期
に
現
存
し
て
い
た
「
注
本
」

は
蔡
謨
『
集
解
』
か
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
だ
け
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
二

）
他
注
釋
書
が
引
用
す
る
姓
名
を
缺
く
『
漢
書
』
注
釋
に
つ
い
て
は
、
注
（
二
）

の
拙
稿
を
參
照

（
三
三

）
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
が
敦
煌
本
『
漢
書
集
解
』
と
比
較
し
て
、
大
幅
に
注
釋

數
が
增
え
て
い
る
の
は
、
『
史
記
』
夏
本
紀
と
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
の
地
理
志
と

の
比
較
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
夏
本
紀
と
地
理
志
は
、
共
に
『
尚
書
』
禹
貢
篇
を

そ
の
材
料
と
し
て
い
る
た
め
、
共
通
す
る
文
章
が
多
い
。
そ
こ
で
当
該
箇
所
の
注

釋
、
『
史
記
集
解
』
夏
本
紀
と
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
の
地
理
志
を
比
較
す
る
と
、

『
史
記
集
解
』
に
は
『
漢
書
』
の
注
釋
が
ほ
と
ん
ど
引
用
さ
れ
ず
、
代
わ
り
に
孔

安
國
・
馬
融
・
鄭
玄
・
王
肅
と
い
っ
た
『
尚
書
』
注
釋
家
の
注
が
引
用
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
で
は
、『
史
記
集
解
』
で
引
用
さ
れ
た
『
尚
書
』

注
釋
家
は
引
用
さ
れ
ず
、
ほ
ぼ
顏
師
古
の
自
注
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
例
か
ら
、

顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
以
前
は
地
理
志
に
ほ
と
ん
ど
注
釋
が
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
に
な
っ
て
注
釋
が
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
但
し

地
理
志
に
付
け
ら
れ
た
顏
師
古
の
自
注
は
『
尚
書
』
孔
安
國
傳
の
強
い
影
響
を
受

け
て
い
る
。
本
稿
の
注
（
三
九

）
も
併
せ
て
參
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
三
四

）
中
華
書
局
校
勘
記
に
「
〔
晉
灼
曰
、
「
舉
郡
而
言
耳
、
自
封
縣
也
。
」
〕
殘
卷
本
多

此
十
二
字
」
と
あ
る
。

（
三
五

）
詳
し
く
は
前
掲
の
拙
稿
「
『
史
記
集
解
』
所
引
「
漢
書
音
義
」
考
―
司
馬
相
如
列

傳
を
中
心
に
―
」
を
參
照
。

（
三
六

）
前
掲
の
吉
川
氏
「
裴
駰
の
『
史
記
集
解
』
」
の
注
（
一
〇

）
。
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（
三
七

）
顏
師
古
の
剽
竊
を
指
摘
す
る
代
表
的
な
資
料
と
し
て
、
『
舊
唐
書
』
卷
七
十
二

顏
師
古
傳
、
『
十
七
史
商
榷
』
卷
七
「
漢
書
敍
例
」
、
王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
「
前
漢

補
注
序
例
」
、
沈
欣
韓
『
漢
書
疏
證
』
卷
一
冒
頭
部
分
注
が
あ
る
。

（
三
八

）
吉
川
論
文
三
五
八
頁
を
参
照
。
な
お
、
吉
川
氏
は
趙
翼
『
廿
二
史
箚
記
』
卷
七

「
班
書
顏
註
皆
有
所
本
」
も
引
用
し
論
じ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
併
せ
て
參
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

（
三
九

）
こ
こ
で
一
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
『
漢
書
』
本
文
に
引
用
さ
れ

て
い
る
經
書
に
對
す
る
顏
師
古
の
注
釋
で
あ
る
。
注
（
一
）
の
田
中
氏
論
文
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
顏
師
古
は
『
漢
書
』
が
引
く
『
詩
經
』
を
解
釈
す
る
際
、
明
ら

か
に
毛
傳
・
鄭
箋
で
あ
っ
て
も
、
全
て
「
師
古
曰
」
と
し
、
両
者
の
姓
名
を
明
記

し
な
い
。
ま
た
潘
銘
基
氏
「
《
漢
書
》
顏
師
古
注
引
《
尚
書
》
注
解
研
究
」
（
『
中
國

文
化
研
究
所
學
報
』
第
四
十
七
期
に
所
収
、
香
港
中
文
大
學
、
二
〇
〇
七
年
）
も

『
漢
書
』
が
引
く
『
尚
書
』
付
け
ら
れ
た
顏
師
古
注
釋
は
、
そ
の
大
部
分
が
孔
傳

に
基
づ
い
て
い
る
か
、
ま
た
は
孔
傳
に
若
干
の
增
補
を
し
て
注
釋
と
し
て
い
る
、

と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
も
毛
傳
・
鄭
箋
の
例
と
同
じ
く
「
師
古
曰
」
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
顏
師
古
が
毛
亨
・
毛
萇
・
鄭
玄
・
孔
安
國
ら
の
姓

名
を
隱
し
た
理
由
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
古
人
が
先
行
す
る
注
釋
を
引

用
す
る
際
に
大
ら
か
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
「
注
釋
の
ゆ
れ
」（
本

論
に
て
後
述
）
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
現
在
の
所
、
「
『
漢
書
』
を
も

っ
て
『
漢
書
』
を
注
釋
す
る
こ
と
を
あ
く
ま
で
原
則
」
と
し
（
吉
川
論
文
三
八
八

頁
）
、
「
經
書
の
引
用
が
經
書
本
文
と
ち
が
っ
て
い
る
場
合
に
も
、
ち
が
い
の
ま
ま

の
こ
さ
れ
る
」
（
同
上
）
と
い
う
立
場
を
採
る
顏
師
古
が
意
圖
的
に
毛
亨
・
毛
萇
・

鄭
玄
・
孔
安
國
ら
經
學
者
の
姓
名
を
隱
し
た
、
と
推
察
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
別
稿
に
て
詳
論
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
四
〇

）
全
て
が
顏
師
古
の
完
全
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
注
釋
で
は
な
い
。
詳
し
く
は
吉
川
論

文
三
四
六
頁
か
ら
三
五
八
頁
及
び
三
六
六
頁
か
ら
三
七
三
頁
を
參
照
。

（
四
一

）「
報
任
少
卿
書
」
は
『
漢
書
』
卷
六
十
二

司
馬
遷
傳
に
も
收
録
さ
れ
て
い
る
。【
本

文
】
魏
其
、
大
將
也
、
衣
赭
、
關
三
木
。【
顏
注
】
師
古
曰
、
三
木
、
在
頸
及
手
足
。

（
四
二

）
『
文
選
』
は
藝
文
印
書
館
影
印
本
（
胡
刻
本
）
を
使
用
し
た
。
な
お
、
「
三
木
在

項
及
手
足
也
」
を
明
州
本
（
六
家
注
『
文
選
』
、
汲
古
書
院
影
印
本
）
は
李
善
の
注

に
含
め
ず
に
張
銑
の
注
と
し
、
「
魏
其
侯
、
已
見
李
陵
答
蘇
武
書
」
を
四
部
叢
刊
本

（
六
臣
注
『
文
選
』
）
は
「
漢
書
曰
竇
嬰
景
帝
時
呉
楚
反
拜
嬰
爲
大
將
軍
七
國
破
封

嬰
爲
魏
其
侯
坐
灌
夫
罵
丞
相
田
蚡
不
敬
遂
論
嬰
棄
市
」
に
作
り
、
「
應
劭
漢
書
注
」

を
四
部
叢
刊
本
は
「
應
劭
漢
書
法
」
に
作
り
、「
拲
而
桎
」
を
明
州
本
・
尤
袤
本
（
李

善
注
『
文
選
』
、
中
華
再
造
善
本
）
は
「
拲
而
握
」
に
作
り
、
「
桎
兩
手
合
也
」
を

四
部
叢
刊
本
・
明
州
本
は
「
梏
兩
手
合
也
」
に
作
っ
て
い
る
。

（
四
三

）
李
善
が
見
た
『
漢
書
』
に
つ
い
て
は
、
斯
波
六
郞
氏
「
李
善
文
選
注
引
文
義
例

考
」
（
『
六
朝
文
學
へ
の
思
索
』
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
に
所
收
）
、
及
び
富
永
一
登

氏
『
文
選
李
善
注
の
研
究
』
（
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）
を
參
照
。
兩
氏
は
李
善

注
に
引
か
れ
る
『
漢
書
』
本
文
か
ら
、
李
善
は
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
で
は
な
く
、

蔡
謨
『
漢
書
集
解
』
を
使
用
し
て
い
た
と
す
る
。
ま
た
前
掲
の
拙
稿
「
『
文
選
』
李

善
注
所
引
「
漢
書
音
義
」
考
」
で
は
、
李
善
が
引
用
す
る
『
漢
書
』
注
釋
書
か
ら

こ
の
問
題
を
檢
討
し
、
兩
氏
と
同
じ
く
李
善
は
蔡
謨
『
漢
書
集
解
』
を
使
用
し
た

と
の
結
論
を
得
た
。

（
四
四

）
顏
師
古
は
『
漢
書
集
解
』
で
は
な
く
、
晉
灼
『
漢
書
集
注
』
に
基
づ
い
て
い
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
四
五

）
李
匡
乂
『
資
暇
集
』
卷
上
「
非
五
臣
」
に
「
李
續
之
雅
宜
殷
勤
也
。
代
傳
數
本

李
氏
文
選
。
有
初
注
成
者
、
覆
注
者
、
有
三
注
四
注
者
。
當
初
旋
被
傳
寫
之
。
其

絶
筆
之
本
、
兼
釋
音
訓
義
、
注
解
甚
多
。
余
家
幸
而
有
焉
。
嘗
將
數
本
竝
校
、
不

唯
注
之
贍
略
有
異
、
至
於
科
段
、
互
相
不
同
、
無
似
余
家
之
本
該
備
也
」
と
あ
る
。

（
四
六

）
詳
し
く
は
淸
水
凱
夫
氏
「
文
選
李
善
注
の
性
質
」
（
『
中
國
讀
書
人
の
政
治
と
文

學
』
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
に
所
收
）
を
參
照
。

（
四
七

）
こ
の
『
後
漢
書
』
舊
鈔
本
（
范
曄
『
後
漢
書
』
［
附
李
賢
注
］
舊
鈔
本

存
卷
三

十
一
部
分
［
賈
琮
傳
後
半
及
び
陸
康
傳
］
、
公
爵
九
條
道
實
氏
舊
藏
）
は
、
九
條
家
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本
『
延
喜
式
』
紙
背
文
書
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
は
東
京
國
立
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
影
印
は
『
古
簡
集
影
』
第
一
輯
（
大
正
十
三
年
刊
、
東
京
帝
國

大
學
史
料
編
纂
掛
）
に
收
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
舊
鈔
本
の
特
徴
に
つ
い
て
詳
し

く
は
拙
稿
「
『
古
簡
集
影
』
所
收
の
『
後
漢
書
』
舊
鈔
本
」
（
『
ア
ジ
ア
遊
學

一
四

〇
號

舊
鈔
本
の
世
界
』
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
を
參
照
。
ま
た
九
條
家
本

『
延
喜
式
』
に
つ
い
て
は
、
鹿
内
浩
胤
氏
「
九
條
家
本
『
延
喜
式
』
覚
書
」
（
『
書

陵
部
紀
要
』
第
五
二
號
、
二
〇
〇
一
年
）
を
參
照
。
な
お
、
こ
の
『
後
漢
書
』
舊

鈔
本
の
所
在
に
つ
い
て
拙
稿
で
は
「
所
在
不
明
」
と
し
て
い
た
が
、
發
表
後
に
國

立
歴
史
民
俗
博
物
館
外
来
研
究
員
の
高
田
宗
平
氏
よ
り
御
敎
示
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
御
禮
申
し
上
げ
る
。

（
四
八

）
注
（
一
六

）
を
參
照
。
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